
データ視点で考える、これからの情報システム

「今こそ求められるメタデータガバナンス」
個別定義から統合へ向けて－個別定義から統合へ向けて

2013年11月8日
株式会社データアーキテクト

真野 正

Copyright  2013  DataArchitect Co.,Ltd.－1－



概要

企業内外に蓄積されたデータの山を「ゴミ」と化すか「宝」と化すかが、ビジネスの成否を左

右する時代といっても過言ではない。す 時代 過言 な 。

膨大かつ多種多様なデータの山から必要とする時に必要なデータが何処にあり、どのよう

にして取り出せば良いのかを教えてくれるのが、「メタデータ」である。

従来、「メタデータ管理」というと情報システム資産の開発あるいは保守時の影響・波及分

析というIT部門内での効率化目的がほとんどだった。

今求められている「メタデータ」は、データの意味、変遷の履歴、データの所在、加工ルー今求められている メタデ タ」は、デ タの意味、変遷の履歴、デ タの所在、加 ル

ルといったデータを分析していく上での羅針盤（地図）となるものであり、かつ、データ利用

者間での共通のナレッジとなるものである。

「メタデ タ はデ タ 品質保証書とし デ タに添付されなければならな「メタデータ」はデータの品質保証書としてデータに添付されなければならない。

データ活用のために避けて通ることができない「メタデータ」について意義を問い、それをど

のような手順で整備・統制して行ったらよいか。

http://dataarch co jp/HPB17 DataArch/index html
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メタデータの変遷

1. 情報システム保守を主眼としたメタデータ管理

2 管理対象の変遷：定義 利用者 目的2. 管理対象の変遷：定義、利用者、目的
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メタデータリポジトリィの歴史

プロダクツ

メタデータは、RDBMSのディクショナリ（システムカタログ）から始まった．．．

プロダクツ

標準化
業界団体

環境 メインフレーム クライアント／サーバー Web

統合CASEツール

デ タモデリング

BIツール

データモデリング
ツール

UML

ETLツール
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RDBMS（DB2,Oracle,Ingres,Sybase,…）



初期のメタデータ管理（80年代）

情報システム開発・保守のためのメタデータ
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ツール毎のメタデータ管理

ツールの数だけメタデータが存在する

BI/Reporting Tools
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BI/Reporting Tools

出典：Gavilan Research Associates



メタデータ標準化

IRD： Information Resource Dictionary 

ANSI/IRDS 1990

CWM： Common Warehouse Model

OMG MOFベースOMG.MOFベ ス

ISO11179

D b i CDuburinCore
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IRD（ ： Information Resource Dictionary）標準メタ構造

ANSI/IRDS 1990
戦略策定・要求

定義局面
論理設計局面

ANSI/IRDS 1990
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出典：情報資源管理ハンドブック（1991.小学館）
物理設計局面



CWM（Common Warehouse Model)
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出典：Common Warehouse Metamodel
(CWM) Specification【OMG】



Metadata Registry Standards(ISO/IEC 11179)

出典 堀内 氏 標準化フ ラム2004発表資料
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出典：堀内一氏、標準化フォーラム2004発表資料



メタデータの管理対象
Data

（What)
Activities
（How)

Locations
（Where)

People
（Who)

Time
（When)

Motivation
（Why)（What) （How) （Where) （Who) （When) （Why)

Objectives/
Scope

List of things 
important 
to the 
enterprise

List of functions the
enterprise performs 

List of enterprise 
locations

Organization 
approaches

Business master 
schedule

Business vision and 
mission

-Term1
-Term2

-Function1
-Function2

-Vision
-
Mi i(Planner’s view) enterprise

Enterprise Model

(Business Owner’s

Language, divergent 
data model

Business process 
model

Logistics networks Organization chart State/transition 
diagram

Business strategies, 
tactics,
policies

-Term3 -Function3 -Mission
-

-
-(Business Owner s 

View)
policies, 
rules

Model of 
Fundamental

Convergent e/r model Essential data flow 
diagram

Locations of roles The viable system, use 
cases

Entity Life History Business rule model

-
-

Fundamental 
Concepts

(Architect’s View)

g

Technology Model Database design System design Hardware software User interface security Event processing Business rule designTechnology Model

(Designer’s View) 

Database design System design, 
program structure

Hardware, software 
distribution

User interface, security 
design

Event processing Business rule design

Detailed 
Representation

(Builder’s View)

Physical storage 
design

Detailed program 
design

Network architecture, 
protocols

Screens, 
security coding

Timing definitions Rules specification 
program logic
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Functioning System (Working System)

Databases Program inventory, 
logs

Communications 
facilities

Trained people Business events Enforced rules

Zachman Framework



メタデータのタイプ

メタデータは、その目的から３種類に分類できる

オペレーショナル

-Name
-Name
-Definition

ビジネスメタデータ メタデータ

エンティティタイプ
重要成功要因

ビ
Name

-Definition
-Purpose
-Policy Maker
-Data Steward

Definition
-Policy Maker
-Controllability Rating -Name

-Definition
-Policy Maker

ビジネスルール

-Name
-Definition
-Policy Maker

-Manager

-Definition

テーブル

プログラム

運用プラットフォーム

Policy Maker
-Column Name

-Name
-Definition
-Author

-Location
-Specifications

プログラム

-Author
-Language

テクニカル
メタデータ
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データ品質保証としてのメタデータ

1. データ活用時のメタデータの役割
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食品偽表示

バナメイエビ
原産地：ベトナム
価格：1200円/ｋｇ価格：1200円/ｋｇ

RECIPE

MENU

ＸXエビのサラダ
エビ ５尾

MENU

車エビのサラダ 1,200円偽装？

＜過去の類似事件＞

売れ残り商品を冷凍して保存、解凍した日付を製造日とする、賞味期限を本来の日付
より延長して表示するなど、食品衛生法に違反していた問題。

中国で製造され 輸入された冷凍ギョーザを食べた人たちが中毒症状を起こし 検査
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中国で製造され、輸入された冷凍ギョ ザを食べた人たちが中毒症状を起こし、検査
の結果、ギョーザから農薬成分が検出された。



背景

タグ付けによる産地保証

産地から最終消費者に至るトレーサビリティ産地から最終消費者に至るトレ サビリティ

流通経路でのすり替え

商品は保証されているが人為的にすり替え商品は保証されているが人為的にすり替え

利用者側の知識不足

データ品質にも通じる
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質



データの保証機関

データの保証機関での証明付きのデータ

証明付きの最低限の条件は メタデ タが添付さ証明付きの最低限の条件は、メタデータが添付さ
れていること

デ タ監理部門 社内デ タの保証データ監理部門：社内データの保証

データ保証機関：社外流通データの保証

•正式名
•別名
•発生部門
•本籍

データ

•本籍
•意味定義
•鮮度
•加工式
•所属エンティティ
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質の高いデータとは

正確である

完全である完全である

現在のデータである

整合性がある整合性がある

コンテキストから切り離されていない

監視できる
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データ品質

データ品質を形成する要素

メタデータ品質：データに関する定義、バリデーション、デリベーション

コンテンツ品質：デ タ定義が正しくても誤ったデ タは混入するコンテンツ品質：データ定義が正しくても誤ったデータは混入する

誤データ投入（システムでチェックできない）

One fact in any placey p

入力 加工 編集 出力

データデータ データ複製 データ複製

データ品質

メタデータというタグが品
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メタデータ 質を保証してくれるメタデータ



データ品質
基幹系システムに蓄積されたデ タを洗浄してデ タの精度を高めてDWHを構築する基幹系システムに蓄積されたデータを洗浄してデータの精度を高めてDWHを構築する
基幹系システムのデータは汚れている？

システム毎に別マスタを作成していて同期が取れていない
長年運用している間に、コード体系が変わったりして、過去の実績データ間でのアンマッチが発生している

メタデータ

データソース

DATA
MART

BI

メタデータ

RDBMS
基幹系

システム
ETL

DWH

DATA
MART

BI
メタデータ

システム

フラット

データ
クレンジング

DWH

DATA
MART BI

フラット
ファイル

DATA
MART BI

データ
プロファイリング

メタデータ
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情報系システム

タデ タ



メタデータ整備の手順メタデ タ整備の手順

1 基礎デ タ（オペレ シ ナル デ タ）整備1. 基礎データ（オペレーショナル・データ）整備
1. 目的・効果
2 環境整備2. 環境整備
3. 実現プロセス
4 課題4. 課題

2. ナレッジ共有の仕組み
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基礎データ（オペレーショナル・データ）整備の手順

目的と効果

環境整備環境整備

実現プロセス

課題課題
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目的と効果
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環境整備
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実現プロセス
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課題
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メタデータ統合化アプローチ

1 サイロ状態1. サイロ状態
2. 部門別管理から超企業レベルの管理へ
3 メタデ タの分類 層別3. メタデータの分類・層別
4. 統合手法
5 メタデ タ分類毎の統合とメタデ タ分類間の連携5. メタデータ分類毎の統合とメタデータ分類間の連携
6. メタデータガバナンス効果
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サイロ状態のメタデータ

生産

目的、ネーミング、定義が不統一

DWHモデル

BI

物流

デ

BI

販売

DWHモデル

会計

BI
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業務システムモデル ETL DWH BI



データアーキテクチャー（データの配置）とメタデータ

財務会計物流 販売管理

配送

仕入
原料

売上 残高

商品

科目

製造・加工

meta

meta

売上（卸）

売上（直販）
勤怠

人事・給与

組織

人事
商品

受払

入出荷商品

得意先

給与

製品

meta

meta
商品

データ連携（データハブ）

入出荷商品

ＥＡＩ

エンタープライズデータモデルmeta meta

顧客組織

全社共通マスタ

ODS

抽出・変換・移入

セントラルDWH

社外データＥＴＬ

指標モニタリング

meta

人事

自販機

得意先

取引先

ODS

管理会計

共通マスター

イベントデータ 履歴

集計・振分

指標 タリング

meta

商品 科目

目的別マート

目的別マート

利益管理科目

売上分析
店舗

部門

基幹系システム

meta

meta

meta
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目的別マート
売上実績科目

情報系システム meta



メタデータの分類・層別

発生源ベースでの基本定義

データ発生源での意味定義：ドメイン定義デ タ発 源 意味定義 イ 定義

発生源から最終消費までの経路・加工条件
変遷、加工：データリネージ変遷、加 デ タリネ ジ

システムと利用者視点でのモデル相関関係
横の繋がり リレーションシップ：データモデル横の繋がり、リレ ションシップ：デ タモデル
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基本（モデル）定義
メタデ タ 定義は から始まる

エンティティ
称

メタデータの定義はここから始まる

•名称
•目的

•所有者（部門）
データ項目

•正式名称

•所有者（部門）

式名称
•別名
•発生部門
本籍•本籍

•意味定義
•鮮度•鮮度
•加工式
•所属エンティティ
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データリネージ（系譜）

データを有効活用するために、データがどのように抽出、変換されている
かを追跡し、それを記録していくことは、不可欠。

データの抽出 変換を追跡していないと 異常なデータの原因を調べたりデータの抽出、変換を追跡していないと、異常なデータの原因を調べたり
データ統制のために、膨大な追加作業が発生する。

ETLツール
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データリネージ

そのデータは発生時点からどのような変遷を経て今に
至ったか

単価

売上金額

至ったか

単価

明細金額 受注金額 出荷金額 請求金額

受注単位でまとめて 出荷単位でまとめて 月でまとめて

数量

明細金額 受注金額 出荷金額

発生 現在発
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ETLツール例示 Informatica PowerCenter

GUIで情報に必要なデータを遡れ
る

ソースの変更に応じて正確で最新
のメタモデルが変更される

ユーザードメインと関連のある
ビ を定義できるビューを定義できる
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モデル相関関係

利用者視点とシステム視点を関連付ける

概念モデルー論理モデル概念 デ 論 デ

BI用ビュー－論理モデル

概念モデル・
エンティティ

論理モデル・
エンティティンティティ

エンティティ
関連

概念モデル・
属性

論理モデル・
属性

関連

属性関連
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<利用者視点> <システム視点>



メタ統合手法

共通定義、ネーミング標準

ツール間のブリッジを構築ツ ル間のブリッジを構築

組織単位から企業レベルのための連邦型リポジトリ

複数の組織からのアクセスを可能とする1リポジトリ複数の組織からのアクセスを可能とする1リポジトリ
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MIR（ Meta Integration Repository）

開発用メタ
オペレーショナ

ルメタ
ライフサイクルメ

タ
分析用メタ
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MI社HPより



MIR
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MI社HPより



メタデータ分類毎の統合とメタデータ分類間の連携

今まで これから

メタデータ統合
メタが一つにつながる

分類・層別

基本（モデル）
定義

•システム毎に定義
•システム単位で別の名前
が付与されている

•モデルの統合
•企業レベルで統一した名称
•正式名、ローカル名の定義 統合モデル

定義 が付与されている
•利用者視点での定義と
なっていない

正式名、ロ カル名の定義
•利用者視点での定義となってい
ない

リネージ

•システム（ツールでの）毎
に定義
•モデル定義との整合性は
無い

•ツールに依存しないデータの変
遷

統合リネージ

モデル相関関 エンティティレベルでの相 性 デ タ ベ 相 モデル 属性モデル相関関
係

•エンティティレベルでの相
関関係のみ
•システム単位のモデル

•属性（データ項目）レベルでの相
関関係まで

モデル－属性
間関連
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視点別メタデータの連携

概念モデルからBIまでメタデータが連携する

ビジネスビューとシステムビューが連携する
BI BI

概念
BI

ビジネスビュー

論理論理

システムビュー

物理 DWHモデル
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メタ統合時のポイント

共通定義

マスタ・ハブデータタ デ タ

トランザクション・ハブデータ

ドメイン 本籍管理ドメイン、本籍管理

別名、ロール名
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ドメイン管理

本籍 住所1 住所2 ・・・

分籍 住所1 住所2 ・・・

分籍 住所1 ・・・
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メタデータガバナンス効果

データ項目追加・変更時の影響分析に要する時間短縮

データの意味把握ミスによる開発時の手戻り率減少デ タの意味把握ミスによる開発時の手戻り率減少

開発・保守ベンダーのコスト見積り妥当性判断向上

ユ ザからのシステム問い合わせ応答時間短縮ユーザからのシステム問い合わせ応答時間短縮

システムでのインタフェース不正トラブル減少

ビジネス要件変更時のインパクト調査時間短縮

データ品質測定指数向上デ タ品質測定指数向上

データ収集コスト減少

関係者間でのコミ ニケ シ ン コスト減少関係者間でのコミュニケーション・コスト減少

データ検索時間短縮
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まとめと提言

メタデータは、システム単位、ツール毎に乱立状態だ

メタデータは、基本、リネージ（系譜）、モデル相関に分メタデ タは、基本、リネ ジ（系譜）、モデル相関に分
類・層別される

ビジネスビュー システムビュー ビジネスビューの循ビジネスビュ システムビュ ビジネスビュ の循

環を確立することが必要だ

非構造化デ タを付加してナレ ジ共有 と進化させる非構造化データを付加してナレッジ共有へと進化させる

メタデータはデータの品質保証書である

メタデータガバナンスは、一朝一夕には為し得ない（ボ
ディブローの如く効いてくる）
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講演内容に関してご質問がございましたら 下記までお問い合わせください講演内容に関してご質問がございましたら、下記までお問い合わせください。

http://dataarch.co.jp

E-mail：mano@dataarch.co.jp
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